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現
状
は
、
全
て
の
病
床
機
能
区
分
で
患

者
の
流
出
が
み
ら
れ
る
が
高
度
急
性
期

に
お
い
て
特
に
顕
著
で
あ
る
。

急
性
期
で
流
出
し
た
患
者
（
が
ん
、
脳

卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
等
）
の
在
宅
復

帰
に
向
け
た
回
復
期
病
床
が
不
足
し
て

い
る
。

構
想
区
域
内
に
、
小
児
の
患
者
が
入
院

可
能
な
医
療
機
関
が
な
い
。

広
範
囲
な
構
想
区
域
を
カ
バ
ー
す
る
在

宅
医
療
の
資
源
が
乏
し
い
。
と
現
状
分

析
し
、
施
策
の
方
向
性
と
し
て
、
交
通

ア
ク
セ
ス
の
整
備
状
況
等
を
踏
ま
え
つ

つ
、
集
約
化
も
含
め
た
医
療
機
能
の
分

化
と
連
携
体
制
の
構
築
。

が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
等
の

回
復
期
を
担
う
医
療
機
能
の
充
実
。

周
産
期
医
療
の
充
実
と
小
児
の
入
院
機

能
の
確
保
に
向
け
た
検
討
。

山
間
部
な
ど
在
宅
医
療
資
源
が
乏
し
い

地
域
に
お
け
る
介
護
施
設
の
あ
り
方
や

活
用
方
法
の
検
討
が
、
県
西
地
域
医
療

構
想
に
、
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
ど

も
上
都
賀
厚
生
連
は
、
そ
の
構
想
を
踏

ま
え
、
上
都
賀
総
合
病
院
に
お
い
て
は
、

不
足
す
る
医
師
や
看
護
師
等
の
医
療
従

事
者
の
充
足
、
一
次
・
二
次
救
急
病
院
、

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
脳
卒
中
地

域
拠
点
医
療
機
関
、
へ
き
地
医
療
拠
点

病
院
、
臨
床
研
修
病
院
等
の
、
役
割
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が
等
に
お
い

て
は
、
医
療
も
介
護
も
、
入
所
も
通
所

の
サ
ー
ビ
ス
も
、
居
宅
介
護
支
援
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
す
る
老
健
に
対
す
る
期
待

は
大
き
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生

活
支
援
を
基
本
理
念
に
、
家
庭
復
帰
、

在
宅
生
活
支
援
施
設
と
し
て
、
そ
の
使

命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
十
月
に
は
、
消
費
税
が
十
％
に

増
税
に
な
り
、
さ
ら
に
拡
大
す
る
消
費

税
損
税
、
農
協
法
の
員
外
利
用
規
制
等
、

ま
だ
ま
だ
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
案
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
厳
し
い
経
営
環
境
の
中

で
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
、
上
都
賀

総
合
病
院
、
老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ば
り
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ
が
、
鹿

沼
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
健

全
経
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
三
十
年
六
月
二
十

七
日
開
催
の
上
都
賀
厚
生
農
業
協
同
組

合
連
合
会 

第
六
十
九
回
通
常
総
会
並
び

に
理
事
会
に
お
い
て
第
十
三
代 

代
表
理

事
会
長
に
推
挙
さ
れ
就
任
致
し
ま
し
た
。

　
会
員
Ｊ
Ａ
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
厚
生
連
の
医
療
・
保

健
・
高
齢
者
福
祉
事
業
運
営
に
あ
た
り

ま
し
て
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
、

依
然
と
し
て
低
い
診
療
報
酬
等
、
厚
生

連
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、
会
長
と
い
う

大
役
を
う
け
た
ま
わ
り
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
農
協
組
合
員

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
関
係
機
関
の

皆
様
、
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
あ
お

ぎ
、
業
務
に
ま
い
進
し
て
ゆ
く
決
意
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
は
、
二
年
に
一
度
の
診

療
報
酬
改
定
、
三
年
に
一
度
の
介
護
報

酬
改
定
の
、
同
時
改
定
の
年
で
あ
り
、

第
七
次
医
療
計
画
、
第
七
期
介
護
保
険

事
業
計
画
、
第
三
期
医
療
費
適
正
化
計

画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
、
二
〇
二
五
年
の

医
療
介
護
提
供
体
制
の
構
築
に
向
け
た

大
き
な
節
目
と
な
る
年
で
す
。

　
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
、 

在
宅
医

療
・
在
宅
介
護
の
推
進
、 

医
師
・
看
護

師
等
の
医
療
従
事
者
の
確
保
・
勤
務
環

境
の
改
善
、 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
い
っ
た
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
改
革
が
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
効
率

的
で
良
質
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を

図
る
た
め
に
、
栃
木
県
地
域
医
療
構
想

が
平
成
二
十
八
年
三
月
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
県
西
地
域
の

上
都
賀
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

看護師奨学生募集看護師奨学生募集
～　あなたの「学びたい」をサポートします　～

当院には、看護学生のみなさんの勉学を支えるための奨学金制度があります。
奨学金の返済については、卒後当院にて看護師（貸与対象職種）として貸与期間に
応じた期間を勤務していただいた場合、免除となります。
奨学金制度に興味・関心がある方は、随時ご相談に応じますので、下記までお気軽
にお問合せ下さい。

〒322-8550 鹿沼市下田町1－1033

担当：総務課（3321）　TEL0289-64-2161　FAX0289-64-2468
E-mail：soumu@kamituga-hp.or.jp　URL：http://www.kamituga-hp.or.jp
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編

集

後

記

　
古
峯
神
社
か
ら
西
に
向
か
い
、
三
枚
石
、
前

日
光
牧
場
、
横
根
山
、
井
戸
湿
原
か
ら
採
石
場

を
経
て
古
峯
神
社
に
帰
っ
て
く
る
ハ
イ
キ
ン
グ

は
、『
大
芦
川
の
源
流
観
察
』
が
で
き
、『
井
戸

湿
原
か
ら
の
下
り
登
山
道
』は
不
思
議
な
道
で
、

地
形
観
察
を
好
む
私
に
は
非
常
に
興
味
深
い

コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
道
を
独
り
で
楽
し
み
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
悪
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
井
戸
湿
原
か
ら
登
山
道

を
降
り
て
、
採
石
場
付
近
の
林
道
に
出
た
時
に

日
は
沈
み
か
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
時
点

で
私
は
「
登
山
道
を
降
り
た
ら
舗
装
さ
れ
た
林

道
を
安
全
に
歩
い
て
古
峯
神
社
に
戻
れ
る
」
と

安
易
に
考
え
て
お
り
、
林
道
を
『
何
と
な
く
』

歩
き
ま
し
た
。
歩
き
な
が
ら
「
下
降
す
る
は
ず

な
の
に
、
林
道
が
上
り
勾
配
な
の
は
な
ん
か
変

だ
な
」
と
感
じ
な
が
ら
も
、
気
楽
に
一
時
間
半

も
歩
い
た
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
と
、
そ
の
林
道

は
途
中
で
終
わ
っ
て
い
た
の
で
す
！
秋
の
夜
は

完
全
に
暮
れ
、
L
E
D
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
視
界

は
白
く
、
視
界
外
の
闇
を
強
調
し
ま
す
。
不
安

は
恐
怖
に
変
わ
り
、
疲
労
し
た
体
に
か
い
た
汗

は
ど
ん
ど
ん
冷
え
て
い
き
ま
す
。「
今
ま
で
歩

い
て
き
た
道
を
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
そ

れ
は
恐
怖
を
絶
望
に
変
え
ま
し
た
。
疲
労
と
絶

望
を
抱
え
な
が
ら
も
よ
う
や
く
元
の
場
所
に
戻

り
、
正
し
い
道
に
で
て
、
自
動
車
と
す
れ
違
っ

た
と
き
の
安
堵
感
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

低
い
山
で
も
、
林
道
で
す
ら
道
に
迷
う
と
、
孤

独
感
や
不
安
感
が
冷
静
な
判
断
を
邪
魔
す
る
の

だ
な
、
と
自
覚
し
た
10
年
ぐ
ら
い
ま
え
の
ハ
イ

キ
ン
グ
で
し
た
。

（
高
山
　
剛
）

診 療 内 容 担当診療科 曜日 受 付 時 間
専門外来診療表

※診療上の都合により変更になる場合がありますので、必ずご確認の上ご来院下さい。

リウマチ・膠原病外来（予約）
緩 和 ケ ア 外 来 （予約）
神 経 内 科 外 来 （予約）
消化器内科外来（予約）
血 液 外 来 （予約）
禁 煙 外 来 （予約）
１  ヶ  月  健  診
２ 週 間 健 診
呼 吸 器 外 科 外 来
乳腺・甲状腺外来 （予約）
ヘ  ル  ニ  ア  外  来
ヘ ル ニ ア 外 来 （予約）
肝 ・ 胆 ・ 膵 臓 外 来
肝・胆・膵臓外来（予約）
ストーマ・大腸肛門外来 （予約）
て ん か ん 外 来 （予約）
助 産 師 産 後 外 来
産  後  診
補 聴 器 外 来 （予約）
特 殊 検 査 （予約）

内 科
〃
〃
〃
〃
〃

小 児 科
〃

外 科
〃
〃
〃
〃
〃
〃

脳神経外科
産婦人科

〃
耳鼻咽喉科

〃

月・火・木
水
木
木
金
金
月
木
月
火
水
水
木
木
木

第1木
木
月

第1・3・5金
火

PM１：00～PM４：00
PM２：00～PM４：00
PM１：00～PM３：00
PM１：00～PM３：00
PM１：00～PM３：00
PM２：00～PM４：00
PM２：00～PM３：00
PM２：00～PM３：00
AM8：00～AM11：30
PM２：00～PM３：30
AM8：00～AM11：30
PM２：00～PM３：30
AM8：00～AM11：30
PM２：00～PM３：00
PM２：00～PM３：30
PM１：30～PM３：30
予 約 制
PM２：00～PM２：30
PM２：00～PM４：00
PM２：00～PM４：00

診 療 科 目 受 付 時 間
初診受付＝AM8：00から開始 備　　　考
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM4：30
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
PM2：00～PM３：30
PM１：30～PM３：30
AM8：00～AM11：00
PM2：00～PM3：00
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM10：30
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：00

内 科
内分泌代謝内科

精 神 科

小 児 科

外 科
整 形 外 科

形 成 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科
産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科
歯科口腔外科

一般外来診療表

【休診日】日曜日・祝祭日・第2、第4土曜日・創立記念日・年末年始

－基本理念－
―地域社会への貢献―

私たちは、地域住民の総合病院として保健・医療・福祉活動を介して、地域社会の
発展に貢献します。

－基本方針－
一、患者さんの立場を尊重し、倫理・精神面へ配慮します。
一、安全な医療を確保し、患者さんに信頼される医療を行います。
一、常に、医療の質の向上に努めます。
一、患者さんと、より良いパートナーシップを築きます。
一、地域の基幹病院として、地域社会や医療機関と連携し、住民の健康増進に努めます。

－患者さんの権利と責任－
一、安全で適切な医療を公平に受ける権利
一、個人の人権が尊重され、プライバシーを保たれる権利
一、病気・検査・治療・見通しなどについて、説明を受ける権利
一、治療法の選択を尊重される権利
一、私たちと一緒に病気を治すことに協力していただくこと
一、患者さんの療養環境を守るため、病院の諸規則や社会的ルールを守っていただくこと

　
第
2
回
目
は
、鹿
児
島
県
の
郷
土
料
理

「
ガ
ネ
」と「
油
ゾ
ー
メ
ン
」を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。「
ガ
ネ
」は
、揚
げ
た
姿
が「
カ
ニ（
鹿

児
島
弁
で
ガ
ネ
）」に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ

の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。地
域
や
作
る

人
に
よ
っ
て
材
料
や
味
も
異
な
り
ま
す
が
、

共
通
点
は
、「
さ
つ
ま
い
も
と
粉
類
を
使
い
、

油
で
揚
げ
た
も
の
」と
い
う
こ
と
で
す
。他

県
民
は
名
前
か
ら
は
ど
ん
な
料
理
か
想
像

が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
が
、郷
土
料
理
の
興
味

深
い
と
こ
ろ
で
す
。「
油
ゾ
ー
メ
ン
」は
、鹿
児

島
県
奄
美
の
郷
土
料
理
で
す
。そ
う
め
ん

は
江
戸
時
代
に
奄
美
に
伝
わ
り
、明
治
以

降
、一
般
家
庭
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ユ
イ
ワ
ク（
共
同

作
業
）や
お
盆
、旧
暦
8
月
の
ア
ラ
セ
ツ
行

事（
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
祭
り
）な
ど
に

は
欠
か
せ
な
い
料
理
で
す
。

　
夏
の
疲
れ
が
吹
き
飛
び
そ
う
な
こ
ち
ら

の
2
品
、ぜ
ひ
作
って
み
て
下
さ
い
。

代
表
理
事
会
長

　福
田

　利
男

会
長
就
任
ご
挨
拶

全
国
郷
土
料
理
の
紹
介

・さつまいも 100g
・こんじん 80g
・ごぼう 80g
・ニラ 50g

材料（4人分）材料（4人分）

材料（4人分）材料（4人分）

エネルギー 200kcal
たんぱく質 11g
脂質 9g
食塩 1.1g

作り方作り方

作り方作り方

Ａ　鶏卵 1個
　　小麦粉 60g
　　もち米粉 20g
Ｂ　砂糖 小さじ1と1/2
　　塩 少々
　　地酒（あれば）  小さじ1
　　淡口醤油 小さじ1
・揚げ油

1. さつまいも、にんじんは千切り、ごぼうはささが 
　 き、ニラは約 2 cmに切る。
2. 衣の材料（Ａ）を合わせ、水を少し入れて天ぷら
　 よりやや硬めの衣を作る。
3. 2に1と（Ｂ）を加え、ざっくりと混ぜて、低い温
　 度でゆっくり揚げる。最後に火を強くしてキツネ
　 色に揚げる。

鹿
児
島
県
の
郷
土
料
理

鹿
児
島
県
の
郷
土
料
理

ガ
ネ
ガ
ネ

エネルギー 250kcal
たんぱく質 4g
脂質 12g
食塩 0.5g

油
ゾ
ー
メ
ン

油
ゾ
ー
メ
ン

・豚肉（あれば塩豚) 120g
・ソーメン(乾) 100g
 （2束）
・ニラ 20g
・いりこ 12g

・サラダ油 大さじ2
・だし汁 1カップ
・しょうゆ 大さじ1と1/2
・塩・こしょう 少々
・ゴマ油 小さじ1/2

1 . 豚肉は細切りにしておく。
2. ニラは 5 cm長さに切っておく。
3. ソーメンは少し硬めに茹でておく。
4. 鍋（フライパン）にサラダ油を引き、豚肉を妙
　 め、いりことソーメンを入れ、混ぜながら妙め
　 る。
5. だし汁、しょうゆを回し入れ、塩・こしょうを
　 ふり、二ラを加え、最後にゴマ油で風味付けを
　 する。

第59号

平成30年9月1日

木曜休診　土曜は予約のみ
初診はＡＭ11：00までの受付（予約制）
予約制
土曜はAM11:00までの受付
月曜～金曜
土曜はAM11:00までの受付

月・水曜　土曜は完全予約制
金曜のみ
火・金曜午前はAM10：30までの受付
火曜のみ
第2・4木曜のみ

月曜のみ
金曜のみ
予約制　土曜休診

金曜のみ
月曜午前・木曜は予約制 初診はAM10：30まで
第1・3・5火曜 初診はＡＭ10：00まで
月曜のみ 初診はPM3：30まで
水曜のみ
紹介患者・予約のみ/水曜は手術のため予約のみ

認
知
症
カ
フ
ェ
　ア
ダ
ー
ジ
ョ



　
お
か
げ
様
で
本
年
5
月
よ
り
当

院
に
て
心
大
血
管
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
昨
年
度
当
院
へ
赴
任

し
て
か
ら
推
し
進
め
て
き
た
計
画

で
あ
り
、
皆
様
の
ご
支
援
の
中
こ

う
し
て
無
事
に
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と

共
に
、
今
後
更
に
当
院
で
の
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
が
軌
道
に
乗
れ
る
よ
う

に
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
と
協
力
し
て

推
し
進
め
て
参
り
た
い
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
心
血
管
疾
患
患
者
の
身
体
的
・

心
理
的
・
社
会
的
・
職
業
的
状
態

を
改
善
し
、
基
礎
に
あ
る
動
脈
硬

化
や
心
不
全
の
病
態
の
進
行
を
抑

制
あ
る
い
は
軽
減
し
、
再
発
・
再

入
院
・
死
亡
を
減
少
さ
せ
、
快
適

で
活
動
的
な
生
活
を
実
現
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
個
々
の
患
者
の

「
医
学
的
評
価
・
運
動
処
方
に
基

づ
く
運
動
療
法
・
冠
危
険
因
子
是

正
・
患
者
教
育
お
よ
び
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
・
最
適
薬
物
治
療
」
を
多

職
種
チ
ー
ム
が
協
調
し
て
実
践
す

る
長
期
に
わ
た
る
多
面
的
・
包
括

的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
定
義
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
一
言
で
い
う
と
「
心
血

管
疾
患
の
患
者
さ
ん
が
受
け
る

運
動
療
法
・
患
者
教
育
・
生
活
指

導
を
含
め
た
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
こ
と
で
す
。

　
大
学
病
院
な
ど
で
は
急
性
心
筋

梗
塞
発
症
後
の
社
会
復
帰
を
目
指

し
た
リ
ハ
ビ
リ
依
頼
が
多
数
を
占

め
る
一
方
で
、
当
院
で
は
心
不
全

で
の
リ
ハ
ビ
リ
依
頼
、
特
に
高
齢

者
心
不
全
が
非
常
に
多
い
こ
と
が

特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
5
月
の
心

リ
ハ
依
頼
の
平
均
年
齢
は
86
歳
で

し
た
。

　
日
本
心
不
全
学
会
か
ら
の
高
齢

心
不
全
患
者
の
治
療
に
関
す
る
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
拝
見
し
ま
す

と
、
高
齢
者
心
不
全
の
特
徴
と
し

て
、①
コ
モ
ン
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
で

あ
り
、
そ
の
絶
対
数
が
更
に
増
加

し
て
ゆ
く
、②
根
治
が
望
め
な
い

進
行
性
か
つ
致
死
性
の
悪
性
疾
患

で
あ
る
、③
そ
の
大
半
が
心
疾
患

以
外
の
併
存
症
を
有
す
る
と
特
徴

付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
高
齢
者
は
背
景
の
疾
患
や
認
知

機
能
、
日
常
生
活
動
作
、
家
族
な

ど
患
者
支
援
体
制
も
様
々
で
あ

り
、
個
別
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
り
、
そ
の

診
療
に
お
い
て
は
現
場
で
の
判
断

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
多
職
種
に
よ
る
介
入
が
非

常
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
当

院
で
は
心
不
全
チ
ー
ム
を
中
心
と

し
た
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
の
介
入
に
よ

り
、
心
大
血
管
疾
患
患
者
、
特
に

高
齢
者
心
不
全
を
中
心
に
包
括
的

か
つ
効
果
的
な
介
入
を
行
っ
て
い

き
、
患
者
さ
ん
ご
本
人
の
み
な
ら

ず
家
族
支
援
や
教
育
な
ど
も
十
分

に
行
い
、
病
状
の
改
善
や
安
定
化

を
目
指
し
た
医
療
を
提
供
で
き

る
こ
と
を
目
標
に
日
々
診
療
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
現
在
第

2
・
4
週
木
曜
日
の
心
不
全
カ
ン

フ
ァ
に
加
え
、
毎
週
金
曜
日
に
心

臓
リ
ハ
ビ
リ
カ
ン
フ
ァ
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
密
に
ス
タ
ッ
フ
間

で
患
者
情
報
の
共
有
を
行
う
こ

と
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が
多

く
課
題
も
多
々
残
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
・

ご
協
力
の
も
と
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
お
よ
び
改
善

に
向
け
て
尽
力
し
て
い
き
た
い
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
は
十

川
院
長
先
生
、
リ
ハ
ビ
リ
高
原
先

生
、
松
本
技
師
長
、
医
事
課
石
川

課
長
の
ご
指
導
の
も
と
、
P
T
清

水
さ
ん
、
P
T
狐
塚
さ
ん
、
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
慢
性
心

不
全
認
定
看
護
師
の
冨
山
さ
ん
は

じ
め
心
不
全
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
お

よ
び
看
護
部
の
皆
様
の
ご
協
力
を

経
て
、
当
院
で
の
心
大
血
管
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、『
カ
フ
ェ（
喫
茶
店
）』

と
聞
い
て
ど
ん
な
所
を
想
像
し
ま

す
か
？
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
所
…

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
所
…
口
ひ
げ

を
生
や
し
た
マ
ス
タ
ー
が
愚
痴
を

聞
い
て
く
れ
る
所
…
こ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
で

は
認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
ど
ん
な
場

で
し
ょ
う
か
？
前
記
の
『
カ
フ
ェ

（
喫
茶
店
）』の
イ
メ
ー
ジ
の
場
に

認
知
症
当
事
者
、
家
族
、
認
知
症

に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
、
そ
し

て
地
域
の
方
が
お
客
さ
ん
と
し
て

気
軽
に
来
ら
れ
る
場
で
す
。
口
ひ

げ
を
生
や
し
た
マ
ス
タ
ー
が
い
る

か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が

…
。
当
院
の
認
知
症
カ
フ
ェ
ア

ダ
ー
ジ
ョ
は
飲
み
物
や
お
茶
菓

子
を
選
ん
で
、
音
楽
を
聴
き
な

が
ら
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
そ
の
空
間
の
中

で
、
他
の
認
知
症
当
事
者
や
家

族
、
ス
タ
ッ
フ
と
話
を
し
た

り
、
音
楽
に
浸
っ
た
り
と
、

ゆ
っ
た
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
「
外
に
出
る
の
が
不
安

だ
っ
た
が
、
来
て
み
て
ゆ
っ
く

り
で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
ま

す
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
認
知
症
カ

フ
ェ
が
外
出
の
き
っ
か
け
、
認

知
症
を
知
る
き
っ
か
け
、
人
と

つ
な
が
る
き
っ
か
け
の
場
の
一
つ

と
な
り
ま
す
よ
う
に
…
。
で
は

10
月
6
日
㈯
ア
ダ
ー
ジ
ョ
で
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
院
は
昭
和
十
年
に
地
域
の
主

に
一
次
産
業
に
携
わ
っ
て
い
た
ひ

と
び
と
や
、
首
長
の
方
々
で
力
を

合
わ
せ
て
立
ち
上
げ
た
病
院
で

す
。
最
初
か
ら
、
地
域
住
民
の
生

命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
重
要

な
目
的
と
し
、
地
域
に
根
ざ
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
最
近
の
言
葉
で

い
え
ば
、「
地
域
医
療
」
を
八
十

年
以
上
一
貫
し
て
行
っ
て
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
戦
前
戦
後
、
昭

和
か
ら
平
成
へ
時
代
の
移
り
変
わ

り
の
中
で
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る

医
療
は
劇
的
に
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
開
設
当
初
は
、
外
傷
な
ど
の

手
当
て
と
、
感
染
症
対
策
、
結
核

を
中
心
と
し
た
医
療
で
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
二
十
年
代
に
ス
ト
マ

イ
に
よ
る
結
核
の
制
圧
と
減
少

と
入
れ
替
わ
り
で
、
精
神
疾
患
の

収
容
型
医
療
が
地
域
で
必
要
と

さ
れ
ま
し
た
。
成
人
病
（
現
在
で

は
生
活
習
慣
病
と
い
い
ま
す
）
や

が
ん
の
増
加
に
よ
る
医
療
構
造

の
変
革
で
総
合
病
院
と
い
う
形

態
に
な
り
、
今
日
の
病
院
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
精

神
疾
患
は
在
宅
社
会
復
帰
を
目

指
す
医
療
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
、
患
者
の
高
齢
化
で
、
多
数
疾

病
を
同
時
に
り
患
し
て
い
る
複

雑
な
患
者
背
景
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
入
院
期
間
の
短
縮
が

国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
現
在
352

床
の
上
都
賀
総
合
病
院
が
創
業

の
場
所
に
建
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。

　
当
院
の
立
地
す
る
鹿
沼
市
は
、

大
き
な
括
り
で
い
え
ば
地
方
中
核

都
市
と
い
え
ま
す
。
地
方
の
対
局

は
大
都
市
圏
で
、
中
核
の
対
局
は

県
庁
所
在
都
市
で
す
。
ネ
ッ
ト
で

見
つ
け
た
地
球
の
夜
間
衛
星
写
真

を
拡
大
し
て
み
る
と
、
東
京
大
都

市
圏
は
、
夜
間
ほ
ぼ
ま
ん
べ
ん
な

く
明
る
く
輝
い
て
い
ま
す
。
少
し

北
へ
目
を
移
す
と
宇
都
宮
が
や
や

明
る
く
光
っ
て
お
り
、
そ
の
わ
き

に
目
を
凝
ら
す
と
鹿
沼
市
が
小
さ

く
淡
く
光
っ
て
見
え
ま
す
。
宇
都

宮
も
鹿
沼
も
東
京
大
都
市
圏
の
外

側
の
暗
い
部
分
に
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
宇
都
宮
市
へ
は
東
京

大
都
市
圏
か
ら
光
の
筋
が
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
鹿
沼
市

は
、
光
の
筋
は
宇
都
宮
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
地
方
中
核
都
市

は
、
県
庁
所
在
都
市
に
ア
ク
セ
ス

す
る
よ
う
に
交
通
政
策
で
作
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
の

ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
方
に
共
通
し

て
い
ま
す
。
鹿
沼
市
は
、
二
十
年

前
か
ら
人
口
が
減
少
局
面
と
な

り
、
そ
の
後
一
貫
し
て
減
少
し
続

け
て
い
ま
す
。
す
で
に
ピ
ー
ク
時

か
ら
七
、〇
〇
〇
人
ほ
ど
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
毎

年
一
、〇
〇
〇
人
程
度
減
少
し
て

い
ま
す
。
宇
都
宮
市
は
平
成
二
十

九
年
ま
で
か
ろ
う
じ
て
増
加
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
本
年

よ
り
減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
確

実
で
す
。
宇
都
宮
は
こ
れ
ま
で
東

京
圏
な
ど
の
大
都
市
に
人
口
を

吸
い
取
ら
れ
る
一
方
、
周
辺
の
中

核
都
市
な
ど
か
ら
の
流
入
で
バ

ラ
ン
ス
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
栃
木
県
の
す
べ
て
の
地

域
で
人
口
が
減
少
し
ま
す
。
人
口

が
減
る
と
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
量
も
減
少
し
ま
す
。

し
か
し
、
量
が
減
っ
て
も
必
要
と

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
そ

の
ま
ま
で
す
。
こ
れ
が
人
口
減
少

社
会
で
病
院
医
療
を
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
昭
和
の
典
型
的
な
三
世
代
家
族

の
サ
ザ
エ
さ
ん
家
の
お
じ
い
さ
ん

の
磯
野
浪
平
さ
ん
は
作
者
の
長
谷

川
町
子
さ
ん
は
五
十
四
歳
と
設
定

し
て
い
ま
す
が
、
ち
び
ま
る
子

ち
ゃ
ん
家
の
さ
く
ら
友
蔵
さ
ん
は

七
十
六
歳
で
す
。
晩
婚
化
で
親
子

の
年
齢
が
開
き
、
家
族
構
成
も
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
下
野
新
聞
に

連
載
さ
れ
て
い
る
「
あ
ん
づ
ち
ゃ

ん
」
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
年
齢
は

明
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
浪
平

さ
ん
よ
り
は
格
段
に
年
上
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
短
期
間
で
日
本

の
家
族
構
成
は
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。
漫
画
に
あ
る
よ
う
に
元
気

に
地
域
で
生
活
や
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
。
何
歳
に
な
っ
て

も
健
康
で
家
族
と
生
活
を
続
け

た
い
も
の
で
す
。
当
院
で
は
、
健

康
管
理
、
予
防
医
学
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
鹿
沼

市
は
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
を
補
助
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

　
ひ
と
は
必
ず
人
生
の
最
期
を
迎

え
ま
す
。
誰
も
そ
れ
を
避
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
時
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
た
い
の
か
、
ご
家

族
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
厚
生
労
働
省
は
、

「
人
生
の
最
終
段
階
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
が
ん
の
終
末
期
を
思
い

浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
事
故
な
ど
に
よ
る
脳
死
状
態

や
脳
溢
血
、
心
筋
梗
塞
な
ど
突
然

襲
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
老

齢
に
よ
る
衰
弱
の
状
態
も
広
い
意

味
で
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
時
に
限
ら
れ
た
時
間
を

ど
こ
で
過
ご
し
た
い
の
か
、
食
べ

ら
れ
な
け
れ
ば
、
栄
養
を
医
療
で

か
ら
だ
に
注
入
す
る
の
か
、
点
滴

を
受
け
る
の
か
、
人
工
呼
吸
器
を

装
着
す
る
の
か
、
ご
自
身
の
意
思

を
ご
家
族
へ
伝
え
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
国
は
、「
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
（
終
末
期
の
医
療
介
護

の
こ
と
）
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医

療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
の
内
容
を
踏

ま
え
、
患
者
本
人
及
び
そ
の
家
族

等
と
話
し
合
い
を
行
い
、
患
者
本

人
及
び
そ
の
家
族
等
の
意
思
決

定
を
基
本
に
、
他
の
関
係
者
と
の

連
携
の
上
対
応
す
る
こ
と
」
と
本

人
の
意
思
決
定
を
医
療
介
護
者

が
支
援
し
、
尊
重
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
医

師
に
お
任
せ
し
ま
す
と
丸
投
げ

さ
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の

こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
自
分
で
決

め
て
お
く
。
個
人
の
意
思
は
地
域

全
体
で
共
有
し
尊
重
す
る
。
病
院

も
地
域
の
一
部
と
し
て
こ
の
意

思
を
支
え
る
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地

域
に
根
ざ
し
た
病
院
の
在
り
方

と
考
え
て
い
ま
す
。
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お
か
げ
様
で
本
年
5
月
よ
り
当

院
に
て
心
大
血
管
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
昨
年
度
当
院
へ
赴
任

し
て
か
ら
推
し
進
め
て
き
た
計
画

で
あ
り
、
皆
様
の
ご
支
援
の
中
こ

う
し
て
無
事
に
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と

共
に
、
今
後
更
に
当
院
で
の
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
が
軌
道
に
乗
れ
る
よ
う

に
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
と
協
力
し
て

推
し
進
め
て
参
り
た
い
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
心
血
管
疾
患
患
者
の
身
体
的
・

心
理
的
・
社
会
的
・
職
業
的
状
態

を
改
善
し
、
基
礎
に
あ
る
動
脈
硬

化
や
心
不
全
の
病
態
の
進
行
を
抑

制
あ
る
い
は
軽
減
し
、
再
発
・
再

入
院
・
死
亡
を
減
少
さ
せ
、
快
適

で
活
動
的
な
生
活
を
実
現
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
個
々
の
患
者
の

「
医
学
的
評
価
・
運
動
処
方
に
基

づ
く
運
動
療
法
・
冠
危
険
因
子
是

正
・
患
者
教
育
お
よ
び
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
・
最
適
薬
物
治
療
」
を
多

職
種
チ
ー
ム
が
協
調
し
て
実
践
す

る
長
期
に
わ
た
る
多
面
的
・
包
括

的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
定
義
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
一
言
で
い
う
と
「
心
血

管
疾
患
の
患
者
さ
ん
が
受
け
る

運
動
療
法
・
患
者
教
育
・
生
活
指

導
を
含
め
た
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
こ
と
で
す
。

　
大
学
病
院
な
ど
で
は
急
性
心
筋

梗
塞
発
症
後
の
社
会
復
帰
を
目
指

し
た
リ
ハ
ビ
リ
依
頼
が
多
数
を
占

め
る
一
方
で
、
当
院
で
は
心
不
全

で
の
リ
ハ
ビ
リ
依
頼
、
特
に
高
齢

者
心
不
全
が
非
常
に
多
い
こ
と
が

特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
5
月
の
心

リ
ハ
依
頼
の
平
均
年
齢
は
86
歳
で

し
た
。

　
日
本
心
不
全
学
会
か
ら
の
高
齢

心
不
全
患
者
の
治
療
に
関
す
る
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
拝
見
し
ま
す

と
、
高
齢
者
心
不
全
の
特
徴
と
し

て
、①
コ
モ
ン
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
で

あ
り
、
そ
の
絶
対
数
が
更
に
増
加

し
て
ゆ
く
、②
根
治
が
望
め
な
い

進
行
性
か
つ
致
死
性
の
悪
性
疾
患

で
あ
る
、③
そ
の
大
半
が
心
疾
患

以
外
の
併
存
症
を
有
す
る
と
特
徴

付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
高
齢
者
は
背
景
の
疾
患
や
認
知

機
能
、
日
常
生
活
動
作
、
家
族
な

ど
患
者
支
援
体
制
も
様
々
で
あ

り
、
個
別
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
り
、
そ
の

診
療
に
お
い
て
は
現
場
で
の
判
断

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
多
職
種
に
よ
る
介
入
が
非

常
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
当

院
で
は
心
不
全
チ
ー
ム
を
中
心
と

し
た
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
の
介
入
に
よ

り
、
心
大
血
管
疾
患
患
者
、
特
に

高
齢
者
心
不
全
を
中
心
に
包
括
的

か
つ
効
果
的
な
介
入
を
行
っ
て
い

き
、
患
者
さ
ん
ご
本
人
の
み
な
ら

ず
家
族
支
援
や
教
育
な
ど
も
十
分

に
行
い
、
病
状
の
改
善
や
安
定
化

を
目
指
し
た
医
療
を
提
供
で
き

る
こ
と
を
目
標
に
日
々
診
療
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
現
在
第

2
・
4
週
木
曜
日
の
心
不
全
カ
ン

フ
ァ
に
加
え
、
毎
週
金
曜
日
に
心

臓
リ
ハ
ビ
リ
カ
ン
フ
ァ
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
密
に
ス
タ
ッ
フ
間

で
患
者
情
報
の
共
有
を
行
う
こ

と
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が
多

く
課
題
も
多
々
残
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
・

ご
協
力
の
も
と
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
お
よ
び
改
善

に
向
け
て
尽
力
し
て
い
き
た
い
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
は
十

川
院
長
先
生
、
リ
ハ
ビ
リ
高
原
先

生
、
松
本
技
師
長
、
医
事
課
石
川

課
長
の
ご
指
導
の
も
と
、
P
T
清

水
さ
ん
、
P
T
狐
塚
さ
ん
、
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
慢
性
心

不
全
認
定
看
護
師
の
冨
山
さ
ん
は

じ
め
心
不
全
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
お

よ
び
看
護
部
の
皆
様
の
ご
協
力
を

経
て
、
当
院
で
の
心
大
血
管
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、『
カ
フ
ェ（
喫
茶
店
）』

と
聞
い
て
ど
ん
な
所
を
想
像
し
ま

す
か
？
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
所
…

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
所
…
口
ひ
げ

を
生
や
し
た
マ
ス
タ
ー
が
愚
痴
を

聞
い
て
く
れ
る
所
…
こ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
で

は
認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
ど
ん
な
場

で
し
ょ
う
か
？
前
記
の
『
カ
フ
ェ

（
喫
茶
店
）』の
イ
メ
ー
ジ
の
場
に

認
知
症
当
事
者
、
家
族
、
認
知
症

に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
、
そ
し

て
地
域
の
方
が
お
客
さ
ん
と
し
て

気
軽
に
来
ら
れ
る
場
で
す
。
口
ひ

げ
を
生
や
し
た
マ
ス
タ
ー
が
い
る

か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が

…
。
当
院
の
認
知
症
カ
フ
ェ
ア

ダ
ー
ジ
ョ
は
飲
み
物
や
お
茶
菓

子
を
選
ん
で
、
音
楽
を
聴
き
な

が
ら
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
そ
の
空
間
の
中

で
、
他
の
認
知
症
当
事
者
や
家

族
、
ス
タ
ッ
フ
と
話
を
し
た

り
、
音
楽
に
浸
っ
た
り
と
、

ゆ
っ
た
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
「
外
に
出
る
の
が
不
安

だ
っ
た
が
、
来
て
み
て
ゆ
っ
く

り
で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
ま

す
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
認
知
症
カ

フ
ェ
が
外
出
の
き
っ
か
け
、
認

知
症
を
知
る
き
っ
か
け
、
人
と

つ
な
が
る
き
っ
か
け
の
場
の
一
つ

と
な
り
ま
す
よ
う
に
…
。
で
は

10
月
6
日
㈯
ア
ダ
ー
ジ
ョ
で
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
院
は
昭
和
十
年
に
地
域
の
主

に
一
次
産
業
に
携
わ
っ
て
い
た
ひ

と
び
と
や
、
首
長
の
方
々
で
力
を

合
わ
せ
て
立
ち
上
げ
た
病
院
で

す
。
最
初
か
ら
、
地
域
住
民
の
生

命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
重
要

な
目
的
と
し
、
地
域
に
根
ざ
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
最
近
の
言
葉
で

い
え
ば
、「
地
域
医
療
」
を
八
十

年
以
上
一
貫
し
て
行
っ
て
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
戦
前
戦
後
、
昭

和
か
ら
平
成
へ
時
代
の
移
り
変
わ

り
の
中
で
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る

医
療
は
劇
的
に
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
開
設
当
初
は
、
外
傷
な
ど
の

手
当
て
と
、
感
染
症
対
策
、
結
核

を
中
心
と
し
た
医
療
で
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
二
十
年
代
に
ス
ト
マ

イ
に
よ
る
結
核
の
制
圧
と
減
少

と
入
れ
替
わ
り
で
、
精
神
疾
患
の

収
容
型
医
療
が
地
域
で
必
要
と

さ
れ
ま
し
た
。
成
人
病
（
現
在
で

は
生
活
習
慣
病
と
い
い
ま
す
）
や

が
ん
の
増
加
に
よ
る
医
療
構
造

の
変
革
で
総
合
病
院
と
い
う
形

態
に
な
り
、
今
日
の
病
院
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
精

神
疾
患
は
在
宅
社
会
復
帰
を
目

指
す
医
療
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
、
患
者
の
高
齢
化
で
、
多
数
疾

病
を
同
時
に
り
患
し
て
い
る
複

雑
な
患
者
背
景
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
入
院
期
間
の
短
縮
が

国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
現
在
352

床
の
上
都
賀
総
合
病
院
が
創
業

の
場
所
に
建
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。

　
当
院
の
立
地
す
る
鹿
沼
市
は
、

大
き
な
括
り
で
い
え
ば
地
方
中
核

都
市
と
い
え
ま
す
。
地
方
の
対
局

は
大
都
市
圏
で
、
中
核
の
対
局
は

県
庁
所
在
都
市
で
す
。
ネ
ッ
ト
で

見
つ
け
た
地
球
の
夜
間
衛
星
写
真

を
拡
大
し
て
み
る
と
、
東
京
大
都

市
圏
は
、
夜
間
ほ
ぼ
ま
ん
べ
ん
な

く
明
る
く
輝
い
て
い
ま
す
。
少
し

北
へ
目
を
移
す
と
宇
都
宮
が
や
や

明
る
く
光
っ
て
お
り
、
そ
の
わ
き

に
目
を
凝
ら
す
と
鹿
沼
市
が
小
さ

く
淡
く
光
っ
て
見
え
ま
す
。
宇
都

宮
も
鹿
沼
も
東
京
大
都
市
圏
の
外

側
の
暗
い
部
分
に
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
宇
都
宮
市
へ
は
東
京

大
都
市
圏
か
ら
光
の
筋
が
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
鹿
沼
市

は
、
光
の
筋
は
宇
都
宮
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
地
方
中
核
都
市

は
、
県
庁
所
在
都
市
に
ア
ク
セ
ス

す
る
よ
う
に
交
通
政
策
で
作
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
の

ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
方
に
共
通
し

て
い
ま
す
。
鹿
沼
市
は
、
二
十
年

前
か
ら
人
口
が
減
少
局
面
と
な

り
、
そ
の
後
一
貫
し
て
減
少
し
続

け
て
い
ま
す
。
す
で
に
ピ
ー
ク
時

か
ら
七
、〇
〇
〇
人
ほ
ど
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
毎

年
一
、〇
〇
〇
人
程
度
減
少
し
て

い
ま
す
。
宇
都
宮
市
は
平
成
二
十

九
年
ま
で
か
ろ
う
じ
て
増
加
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
本
年

よ
り
減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
確

実
で
す
。
宇
都
宮
は
こ
れ
ま
で
東

京
圏
な
ど
の
大
都
市
に
人
口
を

吸
い
取
ら
れ
る
一
方
、
周
辺
の
中

核
都
市
な
ど
か
ら
の
流
入
で
バ

ラ
ン
ス
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
栃
木
県
の
す
べ
て
の
地

域
で
人
口
が
減
少
し
ま
す
。
人
口

が
減
る
と
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
量
も
減
少
し
ま
す
。

し
か
し
、
量
が
減
っ
て
も
必
要
と

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
そ

の
ま
ま
で
す
。
こ
れ
が
人
口
減
少

社
会
で
病
院
医
療
を
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
昭
和
の
典
型
的
な
三
世
代
家
族

の
サ
ザ
エ
さ
ん
家
の
お
じ
い
さ
ん

の
磯
野
浪
平
さ
ん
は
作
者
の
長
谷

川
町
子
さ
ん
は
五
十
四
歳
と
設
定

し
て
い
ま
す
が
、
ち
び
ま
る
子

ち
ゃ
ん
家
の
さ
く
ら
友
蔵
さ
ん
は

七
十
六
歳
で
す
。
晩
婚
化
で
親
子

の
年
齢
が
開
き
、
家
族
構
成
も
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
下
野
新
聞
に

連
載
さ
れ
て
い
る
「
あ
ん
づ
ち
ゃ

ん
」
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
年
齢
は

明
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
浪
平

さ
ん
よ
り
は
格
段
に
年
上
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
短
期
間
で
日
本

の
家
族
構
成
は
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。
漫
画
に
あ
る
よ
う
に
元
気

に
地
域
で
生
活
や
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
。
何
歳
に
な
っ
て

も
健
康
で
家
族
と
生
活
を
続
け

た
い
も
の
で
す
。
当
院
で
は
、
健

康
管
理
、
予
防
医
学
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
鹿
沼

市
は
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
を
補
助
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

　
ひ
と
は
必
ず
人
生
の
最
期
を
迎

え
ま
す
。
誰
も
そ
れ
を
避
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
時
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
た
い
の
か
、
ご
家

族
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
厚
生
労
働
省
は
、

「
人
生
の
最
終
段
階
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
が
ん
の
終
末
期
を
思
い

浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
事
故
な
ど
に
よ
る
脳
死
状
態

や
脳
溢
血
、
心
筋
梗
塞
な
ど
突
然

襲
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
老

齢
に
よ
る
衰
弱
の
状
態
も
広
い
意

味
で
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
時
に
限
ら
れ
た
時
間
を

ど
こ
で
過
ご
し
た
い
の
か
、
食
べ

ら
れ
な
け
れ
ば
、
栄
養
を
医
療
で

か
ら
だ
に
注
入
す
る
の
か
、
点
滴

を
受
け
る
の
か
、
人
工
呼
吸
器
を

装
着
す
る
の
か
、
ご
自
身
の
意
思

を
ご
家
族
へ
伝
え
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
国
は
、「
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
（
終
末
期
の
医
療
介
護

の
こ
と
）
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医

療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
の
内
容
を
踏

ま
え
、
患
者
本
人
及
び
そ
の
家
族

等
と
話
し
合
い
を
行
い
、
患
者
本

人
及
び
そ
の
家
族
等
の
意
思
決

定
を
基
本
に
、
他
の
関
係
者
と
の

連
携
の
上
対
応
す
る
こ
と
」
と
本

人
の
意
思
決
定
を
医
療
介
護
者

が
支
援
し
、
尊
重
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
医

師
に
お
任
せ
し
ま
す
と
丸
投
げ

さ
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の

こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
自
分
で
決

め
て
お
く
。
個
人
の
意
思
は
地
域

全
体
で
共
有
し
尊
重
す
る
。
病
院

も
地
域
の
一
部
と
し
て
こ
の
意

思
を
支
え
る
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地

域
に
根
ざ
し
た
病
院
の
在
り
方

と
考
え
て
い
ま
す
。
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現
状
は
、
全
て
の
病
床
機
能
区
分
で
患

者
の
流
出
が
み
ら
れ
る
が
高
度
急
性
期

に
お
い
て
特
に
顕
著
で
あ
る
。

急
性
期
で
流
出
し
た
患
者
（
が
ん
、
脳

卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
等
）
の
在
宅
復

帰
に
向
け
た
回
復
期
病
床
が
不
足
し
て

い
る
。

構
想
区
域
内
に
、
小
児
の
患
者
が
入
院

可
能
な
医
療
機
関
が
な
い
。

広
範
囲
な
構
想
区
域
を
カ
バ
ー
す
る
在

宅
医
療
の
資
源
が
乏
し
い
。
と
現
状
分

析
し
、
施
策
の
方
向
性
と
し
て
、
交
通

ア
ク
セ
ス
の
整
備
状
況
等
を
踏
ま
え
つ

つ
、
集
約
化
も
含
め
た
医
療
機
能
の
分

化
と
連
携
体
制
の
構
築
。

が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
等
の

回
復
期
を
担
う
医
療
機
能
の
充
実
。

周
産
期
医
療
の
充
実
と
小
児
の
入
院
機

能
の
確
保
に
向
け
た
検
討
。

山
間
部
な
ど
在
宅
医
療
資
源
が
乏
し
い

地
域
に
お
け
る
介
護
施
設
の
あ
り
方
や

活
用
方
法
の
検
討
が
、
県
西
地
域
医
療

構
想
に
、
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
ど

も
上
都
賀
厚
生
連
は
、
そ
の
構
想
を
踏

ま
え
、
上
都
賀
総
合
病
院
に
お
い
て
は
、

不
足
す
る
医
師
や
看
護
師
等
の
医
療
従

事
者
の
充
足
、
一
次
・
二
次
救
急
病
院
、

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
脳
卒
中
地

域
拠
点
医
療
機
関
、
へ
き
地
医
療
拠
点

病
院
、
臨
床
研
修
病
院
等
の
、
役
割
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が
等
に
お
い

て
は
、
医
療
も
介
護
も
、
入
所
も
通
所

の
サ
ー
ビ
ス
も
、
居
宅
介
護
支
援
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
す
る
老
健
に
対
す
る
期
待

は
大
き
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生

活
支
援
を
基
本
理
念
に
、
家
庭
復
帰
、

在
宅
生
活
支
援
施
設
と
し
て
、
そ
の
使

命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
十
月
に
は
、
消
費
税
が
十
％
に

増
税
に
な
り
、
さ
ら
に
拡
大
す
る
消
費

税
損
税
、
農
協
法
の
員
外
利
用
規
制
等
、

ま
だ
ま
だ
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
案
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
厳
し
い
経
営
環
境
の
中

で
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
、
上
都
賀

総
合
病
院
、
老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ば
り
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ
が
、
鹿

沼
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
健

全
経
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
三
十
年
六
月
二
十

七
日
開
催
の
上
都
賀
厚
生
農
業
協
同
組

合
連
合
会 

第
六
十
九
回
通
常
総
会
並
び

に
理
事
会
に
お
い
て
第
十
三
代 

代
表
理

事
会
長
に
推
挙
さ
れ
就
任
致
し
ま
し
た
。

　
会
員
Ｊ
Ａ
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
厚
生
連
の
医
療
・
保

健
・
高
齢
者
福
祉
事
業
運
営
に
あ
た
り

ま
し
て
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
、

依
然
と
し
て
低
い
診
療
報
酬
等
、
厚
生

連
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、
会
長
と
い
う

大
役
を
う
け
た
ま
わ
り
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
農
協
組
合
員

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
関
係
機
関
の

皆
様
、
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
あ
お

ぎ
、
業
務
に
ま
い
進
し
て
ゆ
く
決
意
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
は
、
二
年
に
一
度
の
診

療
報
酬
改
定
、
三
年
に
一
度
の
介
護
報

酬
改
定
の
、
同
時
改
定
の
年
で
あ
り
、

第
七
次
医
療
計
画
、
第
七
期
介
護
保
険

事
業
計
画
、
第
三
期
医
療
費
適
正
化
計

画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
、
二
〇
二
五
年
の

医
療
介
護
提
供
体
制
の
構
築
に
向
け
た

大
き
な
節
目
と
な
る
年
で
す
。

　
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
、 

在
宅
医

療
・
在
宅
介
護
の
推
進
、 

医
師
・
看
護

師
等
の
医
療
従
事
者
の
確
保
・
勤
務
環

境
の
改
善
、 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
い
っ
た
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
改
革
が
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
効
率

的
で
良
質
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を

図
る
た
め
に
、
栃
木
県
地
域
医
療
構
想

が
平
成
二
十
八
年
三
月
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
県
西
地
域
の

上
都
賀
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
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古
峯
神
社
か
ら
西
に
向
か
い
、
三
枚
石
、
前

日
光
牧
場
、
横
根
山
、
井
戸
湿
原
か
ら
採
石
場

を
経
て
古
峯
神
社
に
帰
っ
て
く
る
ハ
イ
キ
ン
グ

は
、『
大
芦
川
の
源
流
観
察
』
が
で
き
、『
井
戸

湿
原
か
ら
の
下
り
登
山
道
』は
不
思
議
な
道
で
、

地
形
観
察
を
好
む
私
に
は
非
常
に
興
味
深
い

コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
道
を
独
り
で
楽
し
み
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
悪
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
井
戸
湿
原
か
ら
登
山
道

を
降
り
て
、
採
石
場
付
近
の
林
道
に
出
た
時
に

日
は
沈
み
か
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
時
点

で
私
は
「
登
山
道
を
降
り
た
ら
舗
装
さ
れ
た
林

道
を
安
全
に
歩
い
て
古
峯
神
社
に
戻
れ
る
」
と

安
易
に
考
え
て
お
り
、
林
道
を
『
何
と
な
く
』

歩
き
ま
し
た
。
歩
き
な
が
ら
「
下
降
す
る
は
ず

な
の
に
、
林
道
が
上
り
勾
配
な
の
は
な
ん
か
変

だ
な
」
と
感
じ
な
が
ら
も
、
気
楽
に
一
時
間
半

も
歩
い
た
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
と
、
そ
の
林
道

は
途
中
で
終
わ
っ
て
い
た
の
で
す
！
秋
の
夜
は

完
全
に
暮
れ
、
L
E
D
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
視
界

は
白
く
、
視
界
外
の
闇
を
強
調
し
ま
す
。
不
安

は
恐
怖
に
変
わ
り
、
疲
労
し
た
体
に
か
い
た
汗

は
ど
ん
ど
ん
冷
え
て
い
き
ま
す
。「
今
ま
で
歩

い
て
き
た
道
を
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
そ

れ
は
恐
怖
を
絶
望
に
変
え
ま
し
た
。
疲
労
と
絶

望
を
抱
え
な
が
ら
も
よ
う
や
く
元
の
場
所
に
戻

り
、
正
し
い
道
に
で
て
、
自
動
車
と
す
れ
違
っ

た
と
き
の
安
堵
感
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

低
い
山
で
も
、
林
道
で
す
ら
道
に
迷
う
と
、
孤

独
感
や
不
安
感
が
冷
静
な
判
断
を
邪
魔
す
る
の

だ
な
、
と
自
覚
し
た
10
年
ぐ
ら
い
ま
え
の
ハ
イ

キ
ン
グ
で
し
た
。

（
高
山
　
剛
）

診 療 内 容 担当診療科 曜日 受 付 時 間
専門外来診療表

※診療上の都合により変更になる場合がありますので、必ずご確認の上ご来院下さい。

リウマチ・膠原病外来（予約）
緩 和 ケ ア 外 来 （予約）
神 経 内 科 外 来 （予約）
消化器内科外来（予約）
血 液 外 来 （予約）
禁 煙 外 来 （予約）
１  ヶ  月  健  診
２ 週 間 健 診
呼 吸 器 外 科 外 来
乳腺・甲状腺外来 （予約）
ヘ  ル  ニ  ア  外  来
ヘ ル ニ ア 外 来 （予約）
肝 ・ 胆 ・ 膵 臓 外 来
肝・胆・膵臓外来（予約）
ストーマ・大腸肛門外来 （予約）
て ん か ん 外 来 （予約）
助 産 師 産 後 外 来
産  後  診
補 聴 器 外 来 （予約）
特 殊 検 査 （予約）

内 科
〃
〃
〃
〃
〃

小 児 科
〃

外 科
〃
〃
〃
〃
〃
〃

脳神経外科
産婦人科

〃
耳鼻咽喉科

〃

月・火・木
水
木
木
金
金
月
木
月
火
水
水
木
木
木

第1木
木
月

第1・3・5金
火

PM１：00～PM４：00
PM２：00～PM４：00
PM１：00～PM３：00
PM１：00～PM３：00
PM１：00～PM３：00
PM２：00～PM４：00
PM２：00～PM３：00
PM２：00～PM３：00
AM8：00～AM11：30
PM２：00～PM３：30
AM8：00～AM11：30
PM２：00～PM３：30
AM8：00～AM11：30
PM２：00～PM３：00
PM２：00～PM３：30
PM１：30～PM３：30
予 約 制
PM２：00～PM２：30
PM２：00～PM４：00
PM２：00～PM４：00

診 療 科 目 受 付 時 間
初診受付＝AM8：00から開始 備　　　考
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM4：30
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
PM2：00～PM３：30
PM１：30～PM３：30
AM8：00～AM11：00
PM2：00～PM3：00
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM10：30
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：00

内 科
内分泌代謝内科

精 神 科

小 児 科

外 科
整 形 外 科

形 成 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科
産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科
歯科口腔外科

一般外来診療表

【休診日】日曜日・祝祭日・第2、第4土曜日・創立記念日・年末年始

－基本理念－
―地域社会への貢献―

私たちは、地域住民の総合病院として保健・医療・福祉活動を介して、地域社会の
発展に貢献します。

－基本方針－
一、患者さんの立場を尊重し、倫理・精神面へ配慮します。
一、安全な医療を確保し、患者さんに信頼される医療を行います。
一、常に、医療の質の向上に努めます。
一、患者さんと、より良いパートナーシップを築きます。
一、地域の基幹病院として、地域社会や医療機関と連携し、住民の健康増進に努めます。

－患者さんの権利と責任－
一、安全で適切な医療を公平に受ける権利
一、個人の人権が尊重され、プライバシーを保たれる権利
一、病気・検査・治療・見通しなどについて、説明を受ける権利
一、治療法の選択を尊重される権利
一、私たちと一緒に病気を治すことに協力していただくこと
一、患者さんの療養環境を守るため、病院の諸規則や社会的ルールを守っていただくこと

　
第
2
回
目
は
、鹿
児
島
県
の
郷
土
料
理

「
ガ
ネ
」と「
油
ゾ
ー
メ
ン
」を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。「
ガ
ネ
」は
、揚
げ
た
姿
が「
カ
ニ（
鹿

児
島
弁
で
ガ
ネ
）」に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ

の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。地
域
や
作
る

人
に
よ
っ
て
材
料
や
味
も
異
な
り
ま
す
が
、

共
通
点
は
、「
さ
つ
ま
い
も
と
粉
類
を
使
い
、

油
で
揚
げ
た
も
の
」と
い
う
こ
と
で
す
。他

県
民
は
名
前
か
ら
は
ど
ん
な
料
理
か
想
像

が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
が
、郷
土
料
理
の
興
味

深
い
と
こ
ろ
で
す
。「
油
ゾ
ー
メ
ン
」は
、鹿
児

島
県
奄
美
の
郷
土
料
理
で
す
。そ
う
め
ん

は
江
戸
時
代
に
奄
美
に
伝
わ
り
、明
治
以

降
、一
般
家
庭
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ユ
イ
ワ
ク（
共
同

作
業
）や
お
盆
、旧
暦
8
月
の
ア
ラ
セ
ツ
行

事（
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
祭
り
）な
ど
に

は
欠
か
せ
な
い
料
理
で
す
。

　
夏
の
疲
れ
が
吹
き
飛
び
そ
う
な
こ
ち
ら

の
2
品
、ぜ
ひ
作
って
み
て
下
さ
い
。

代
表
理
事
会
長

　福
田

　利
男

会
長
就
任
ご
挨
拶

全
国
郷
土
料
理
の
紹
介

・さつまいも 100g
・こんじん 80g
・ごぼう 80g
・ニラ 50g

材料（4人分）材料（4人分）

材料（4人分）材料（4人分）

エネルギー 200kcal
たんぱく質 11g
脂質 9g
食塩 1.1g

作り方作り方

作り方作り方

Ａ　鶏卵 1個
　　小麦粉 60g
　　もち米粉 20g
Ｂ　砂糖 小さじ1と1/2
　　塩 少々
　　地酒（あれば）  小さじ1
　　淡口醤油 小さじ1
・揚げ油

1. さつまいも、にんじんは千切り、ごぼうはささが 
　 き、ニラは約 2 cmに切る。
2. 衣の材料（Ａ）を合わせ、水を少し入れて天ぷら
　 よりやや硬めの衣を作る。
3. 2に1と（Ｂ）を加え、ざっくりと混ぜて、低い温
　 度でゆっくり揚げる。最後に火を強くしてキツネ
　 色に揚げる。

鹿
児
島
県
の
郷
土
料
理

鹿
児
島
県
の
郷
土
料
理

ガ
ネ
ガ
ネ

エネルギー 250kcal
たんぱく質 4g
脂質 12g
食塩 0.5g

油
ゾ
ー
メ
ン

油
ゾ
ー
メ
ン

・豚肉（あれば塩豚) 120g
・ソーメン(乾) 100g
 （2束）
・ニラ 20g
・いりこ 12g

・サラダ油 大さじ2
・だし汁 1カップ
・しょうゆ 大さじ1と1/2
・塩・こしょう 少々
・ゴマ油 小さじ1/2

1 . 豚肉は細切りにしておく。
2. ニラは 5 cm長さに切っておく。
3. ソーメンは少し硬めに茹でておく。
4. 鍋（フライパン）にサラダ油を引き、豚肉を妙
　 め、いりことソーメンを入れ、混ぜながら妙め
　 る。
5. だし汁、しょうゆを回し入れ、塩・こしょうを
　 ふり、二ラを加え、最後にゴマ油で風味付けを
　 する。

第59号

平成30年9月1日

木曜休診　土曜は予約のみ
初診はＡＭ11：00までの受付（予約制）
予約制
土曜はAM11:00までの受付
月曜～金曜
土曜はAM11:00までの受付

月・水曜　土曜は完全予約制
金曜のみ
火・金曜午前はAM10：30までの受付
火曜のみ
第2・4木曜のみ

月曜のみ
金曜のみ
予約制　土曜休診

金曜のみ
月曜午前・木曜は予約制 初診はAM10：30まで
第1・3・5火曜 初診はＡＭ10：00まで
月曜のみ 初診はPM3：30まで
水曜のみ
紹介患者・予約のみ/水曜は手術のため予約のみ

認
知
症
カ
フ
ェ
　ア
ダ
ー
ジ
ョ


